
社会に貢献できる研究開発のために 
～ リニア型（ステップ型）から同時並行一体進行型へ ～ 

【リニア型 vs 同時並行一体進行型】 
 
 
 
 
【ポイント】 
●研究開発の目的は、あくまでも『将来課題の解決』と常に認識する 
 
●『将来課題の解決』に必要なのは技術だけではない 
   ⇒ 研究者だけではない、PJチームでの責任体制・取り組みが必要 
 
●『将来課題の解決』のソリューションは、複数技術の組み合わせで構成される 
 
●手段や方法にこだわらない（独自技術＆オープンイノベーション） 
 
●事業化に成功した場合、研究開発費用を返還する等、 
 成果をうやむやにしないR&Dの仕組みづくりが必要 
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（魔の川、死の谷を乗り越え）研究開発を実用化するには、 
同時並行一体進行型のトップダウンアプローチが1つの方法。 

資料２－８ 



将来の環境 

将来起こりうる課題 

解決策（案１） 

2 

制度・法律の整備 予算の準備 
必要なソリューション

の開発 

構成
技術
１ 

構成
技術
２ 

構成
技術
３ 

構成
技術
４ 

ソリューション 
構成要素の 
明確化 

2015.2.25 第2回委員会参考資料（宮崎） 



将来の環境 

将来起こりうる課題 

解決策（案１） 

3 

制度・法律の整備 予算の準備 
必要なソリューション

の開発 

構成
技術
１ 

構成
技術
２ 

構成
技術
３ 

構成
技術
４ 

案は 
たくさん 
あるはず 

矢印はいつも下向き 
※要素技術からの 
ボトムアップではない 

以下を同時並行で進める 
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（例１） 
社会インフラの老朽化 

取替ができない 
（予算、利用方法） 

老朽化したインフラを 
使い続ける 
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（例2）少子高齢化 
   労働人口の減少 

労働者・働き方の多
様化に対応していない 

地方・自宅に居ながら
働けるスタイルの確立 
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